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(57)【要約】
【課題】　本発明の目的は、複数の制御デバイス間で制
御権限を効果的に送受信するための制御デバイス、被制
御デバイス、制御システム及び制御権限の提供方法を提
供することにある。
【解決手段】
　制御デバイス、被制御デバイス、制御システム及び制
御権限の提供方法が開示される。本制御システムは、被
制御デバイス、制御権限を有する第１制御デバイス及び
制御権限の提供を要請して提供される第２制御デバイス
を含む。これにより、他のデバイスに提供された制御権
限をより容易に回収することができるようになる。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被制御デバイスと、
　前記被制御デバイスに対する制御権限を有する第１制御デバイスと、
　前記被制御デバイス又は前記第１制御デバイスに前記被制御デバイスに対する制御権限
の提供を要請し、前記提供要請に基づいて前記被制御デバイス又は前記第１制御デバイス
から前記被制御デバイスに対する制御権限を提供される第２制御デバイスと、
　を含む制御システム。
【請求項２】
　前記制御権限の提供を要請された被制御デバイス又は第１制御デバイスは、前記第２制
御デバイスに提供するか否かを判断し、前記判断結果に従って前記第２制御デバイスに前
記制御権限を提供することを特徴とする請求項１に記載の制御システム。
【請求項３】
　前記制御権限の提供を要請された第１制御デバイスから予め設定された時間内に前記制
御権限の提供に対する応答がない場合、前記被制御デバイスは、前記制御権限を前記第２
デバイスに提供することを特徴とする請求項１又は２に記載の制御システム。
【請求項４】
　前記被制御デバイス又は前記第１制御デバイスは、
　前記第２制御デバイスから前記制御権限の提供を要請されると、前記制御権限の提供が
要請されたというメッセージを前記被制御デバイス、前記第１制御デバイス及び前記第２
制御デバイスのうち少なくとも一つに伝送することを特徴とする請求項１乃至３のうちい
ずれか一項に記載の制御システム。
【請求項５】
　前記被制御デバイス又は前記第１制御デバイスは、
　前記第２制御デバイスに前記制御権限が提供されると、前記制御権限が第２制御デバイ
スに提供されたというメッセージを前記被制御デバイス、前記第１制御デバイス及び前記
第２制御デバイスのうち少なくとも一つに伝送することを特徴とする請求項１乃至４のう
ちいずれか一項に記載の制御システム。
【請求項６】
　前記被制御デバイス又は前記第１制御デバイスは、
　前記第２制御デバイスに前記制御権限を提供する要請が不許されると、前記要請が不許
されたというメッセージを前記被制御デバイス、前記第１制御デバイス及び前記第２制御
デバイスのうち少なくとも一つに伝送することを特徴とする請求項１乃至５のうちいずれ
か一項に記載の制御システム。
【請求項７】
　前記被制御デバイスは、
　前記被制御デバイスに対する制御権限が提供された状態に関する情報を保存することを
特徴とする請求項１乃至６のうちいずれか一項に記載の制御システム。
【請求項８】
　前記第２制御デバイスは、
　前記被制御デバイスに対する制御権限を有するデバイスが前記第１制御デバイスである
という情報を有する場合、前記第１制御デバイスに前記制御権限を要請し、
　前記被制御デバイスに対する制御権限を有するデバイスが前記第１制御デバイスである
という情報を有さない場合、前記被制御デバイスに前記制御権限を要請することを特徴と
する請求項１乃至７のうちいずれか一項に記載の制御システム。
【請求項９】
　前記第１制御デバイス又は前記第２制御デバイスは、
　前記第１制御デバイス又は前記第２制御デバイスでそれぞれ制御可能なデバイスのリス
トを画面に表示し、前記リストから前記被制御デバイスを選択して前記被制御デバイスに
対する制御権限を要請することを特徴とする請求項１乃至８のうちいずれか一項に記載の
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制御システム。
【請求項１０】
　前記制御権限が前記第２制御デバイスに提供された場合、前記第１制御デバイスは、前
記制御権限を喪失することを特徴とする請求項１乃至９のうちいずれか一項に記載の制御
システム。
【請求項１１】
　少なくとも一つの制御デバイスによって制御される被制御デバイスにおいて、
　前記被制御デバイスに対する制御権限の提供を要請される送受信部と、
　前記制御権限が提供された状態に関する情報を保存する保存部と、
　前記制御権限が提供された状態に関する情報に基づいて前記制御権限が提供されたデバ
イスを検索し、前記制御権限が提供されたデバイスから前記制御権限を回収し、前記制御
権限が前記制御権限の提供を要請したデバイスに伝送されるようにする制御部と、
　を含む被制御デバイス。
【請求項１２】
　少なくとも一つの被制御デバイスを制御するための制御デバイスにおいて、
　前記被制御デバイスに対する制御権限の提供を要請したり前記被制御デバイスに対する
制御権限の提供を要請されるための送受信部と、
　前記制御権限の提供を要請された場合、前記制御権限を提供するか否かを判断し、前記
判断結果に従って前記制御権限の提供を許容するというメッセージ又は前記制御権限の提
供を不許するというメッセージが前記被制御デバイスに伝送されるようにする制御部と、
　を含む制御デバイス。
【請求項１３】
　被制御デバイスに対する制御権限の提供を要請されるステップと、
　前記被制御デバイスの制御権限が提供された状態に関する情報に基づいて、前記制御権
限が提供されたデバイスを検索するステップと、
　前記制御権限が提供されたデバイスから前記制御権限を回収し、前記制御権限の提供を
要請されたデバイスに提供するステップと、
　を含む制御権限の提供方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制御デバイス、被制御デバイス、制御システム及び制御権限の提供方法に関
し、より詳細には、制御権限に基づいて制御および被制御の対象を決定するための制御デ
バイス、被制御デバイス、制御システム及び制御権限の提供方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、制御システムは、有線または無線方式で制御デバイスを用いて被制御デバイス
を遠距離または近距離で制御するためのシステムのことを意味する。このような制御シス
テムの発展によって、ユーザは空間的な制約を受けずにより便利に被制御デバイスを制御
することができるようになった。
【０００３】
　このような制御システムの下で、各家庭や事務室では一つの被制御デバイスを制御する
ための複数の制御デバイスが設けられ得るため、制御デバイスから受信される制御信号の
衝突が発生することが頻繁である。このような制御信号の衝突を防止するために、被制御
デバイスに対する制御権限を特定の制御デバイスにのみ提供するようにする方案が提案さ
れている。
【０００４】
　しかし、特定の制御デバイスにのみ制御権限を提供する場合、他の制御デバイスを用い
た制御が不可能となるため、他の制御デバイスを用いた制御が必要な状況では適切でない
という問題がある。
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【０００５】
　これにより、特定の制御デバイスに提供された制御権限を回収することができるように
するための方案の模索が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】日本特開２００７－１８４７４５号公報
【特許文献２】韓国特開２００７－０４２７７１号公報
【特許文献３】韓国特開７６５７８８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところは、複数
の制御デバイス間で制御権限を効果的に送受信するための制御デバイス、被制御デバイス
、制御システム及び制御権限の提供方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係る制御システムは、被制御デバイス
と、前記被制御デバイスに対する制御権限を有する第１制御デバイスと、前記被制御デバ
イス又は前記第１制御デバイスに前記被制御デバイスに対する制御権限の提供を要請し、
前記提供要請に基づいて前記被制御デバイス又は前記第１制御デバイスから前記被制御デ
バイスに対する制御権限を提供される第２制御デバイスと、を含む。
【０００９】
　ここで、前記制御権限の提供を要請された被制御デバイス又は第１制御デバイスは、前
記第２制御デバイスに提供するか否かを判断し、前記判断結果に従って前記第２制御デバ
イスに前記制御権限を提供することができる。
【００１０】
　また、前記制御権限の提供を要請された第１制御デバイスから予め設定された時間内に
前記制御権限の提供に対する応答がない場合、前記被制御デバイスは、前記制御権限を前
記第２デバイスに提供することができる。
【００１１】
　そして、前記被制御デバイス又は前記第１制御デバイスは、前記第２制御デバイスから
前記制御権限の提供を要請されると、前記制御権限の提供が要請されたというメッセージ
を前記被制御デバイス、前記第１制御デバイス及び前記第２制御デバイスのうち少なくと
も一つに伝送することができる。
【００１２】
　また、前記被制御デバイス又は前記第１制御デバイスは、前記第２制御デバイスに前記
制御権限が提供されると、前記制御権限が前記第２制御デバイスに提供されたというメッ
セージを前記被制御デバイス、前記第１制御デバイス及び前記第２制御デバイスのうち少
なくとも一つに伝送することができる。
【００１３】
　そして、前記被制御デバイス又は前記第１制御デバイスは、前記第２制御デバイスに前
記制御権限に対する提供が不許されると、前記制御権限の提供が不許されたというメッセ
ージを前記被制御デバイス、前記第１制御デバイス及び前記第２制御デバイスのうち少な
くとも一つに伝送することができる。
【００１４】
　また、前記被制御デバイスは、前記被制御デバイスに対する制御権限が提供された状態
に関する情報を保存することができる。
【００１５】
　そして、前記第２制御デバイスは、前記被制御デバイスに対する制御権限を有するデバ
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イスが前記第１制御デバイスであるという情報を有する場合、前記第１制御デバイスに前
記制御権限を要請し、前記被制御デバイスに対する制御権限を有するデバイスが前記第１
制御デバイスであるという情報を有さない場合、前記被制御デバイスに前記制御権限を要
請することができる。
【００１６】
　また、前記第１制御デバイス又は前記第２制御デバイスは、前記第１制御デバイス又は
前記第２制御デバイスでそれぞれ制御可能なデバイスのリストを画面に表示し、前記リス
トから前記被制御デバイスを選択して前記被制御デバイスに対する制御権限を要請するこ
とができる。
【００１７】
　そして、前記制御権限が前記第２制御デバイスに提供された場合、前記第１制御デバイ
スは、前記制御権限を喪失することができる。
【００１８】
　一方、前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係る少なくとも一つの制御デバ
イスによって制御される被制御デバイスは、前記被制御デバイスに対する制御権限の提供
を要請される送受信部と、前記制御権限が提供された状態に関する情報を保存する保存部
と、前記制御権限が提供された状態に関する情報に基づいて前記制御権限が提供されたデ
バイスを検索し、前記制御権限が提供されたデバイスから前記制御権限を回収し、前記制
御権限が前記制御権限の提供を要請したデバイスに伝送されるようにする制御部と、を含
む。
【００１９】
　一方、前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係る少なくとも一つの被制御デ
バイスを制御するための制御デバイスは、前記被制御デバイスに対する制御権限の提供を
要請したり前記被制御デバイスに対する制御権限の提供を要請されるための送受信部と、
前記制御権限の提供を要請された場合、前記制御権限を提供するか否かを判断し、前記判
断結果に従って前記制御権限の提供を許容するというメッセージ又は前記制御権限の提供
を不許するというメッセージが前記被制御デバイスに伝送されるようにする制御部と、を
含む。
【００２０】
　一方、前記目的を達成するための本発明の一実施形態に係る制御権限の提供方法は、被
制御デバイスに対する制御権限の提供を要請されるステップと、前記被制御デバイスの制
御権限が提供された状態に関する情報に基づいて、前記制御権限が提供されたデバイスを
検索するステップと、前記制御権限が提供されたデバイスから前記制御権限を回収し、前
記制御権限の提供を要請されたデバイスに提供するステップと、を含む。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施形態に係る制御システムに関する構成を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る制御権限の提供方法を説明するためのフローチャート
である。
【図３】制御権限が提供されない場合におけるプロセスを説明するためのフローチャート
である。
【図４】第１タッチパッドが制御権限を要請するための方法を説明するために提供される
フローチャートである。
【図５】本発明の別の実施形態に係る制御システムに関する構成を示す図である。
【図６】本発明のまた別の実施形態に係る制御システムに関する構成を示す図である。
【図７】本発明の一実施形態に係るＴＶの構成を示す図である。
【図８】第１タッチパッドに対する構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
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【００２３】
　図１は、本発明の一実施形態に係る制御システムに関する構成を示す図である。本実施
形態に係る制御システムは、複数の制御デバイス及び被制御デバイスから構成され、それ
ぞれの制御デバイスは複数の被制御デバイスを制御することができ、それぞれの被制御デ
バイスは複数の制御デバイスによって制御されることができる。
【００２４】
　被制御デバイスは、ＴＶ１１０、ＳＴＢ１４０及びＰＣ１５０から構成され、制御デバ
イスは、第１タッチパッド１２０と第２タッチパッド１３０から構成される。
【００２５】
　本実施形態において、第１タッチパッド１２０はＴＶ１１０、ＳＴＢ１４０及びＰＣ１
５０を制御するための用途で使用され、第２タッチパッド１３０はＴＶ１１０を制御する
ための用途で使用されるものと想定した。
【００２６】
　ＴＶ１１０は第１タッチパッド１２０と第２タッチパッド１３０のすべてによって制御
されることができるため、第１タッチパッド１２０から受信された制御命令と第２タッチ
パッド１３０から受信された制御命令のうち制御権限を有するデバイスから受信された制
御命令に従って動作する。
【００２７】
　このような制御権限は、制御デバイスが被制御デバイスを制御するために必要な権限と
して、複数の制御デバイスがすべて有しているか、複数の制御デバイスのうち一つのデバ
イスのみ有することができる。なお、制御権限は、一つの制御デバイスが固定して有して
いるか、複数の制御デバイスのうち一つのデバイスが流動的に有することができる。
【００２８】
　本実施形態において、ＴＶ１１０に対する制御権限は、第１タッチパッド１２０と第２
タッチパッド１３０のうち一つのみ有することができ、特に、制御権限は第１タッチパッ
ド１２０から第２タッチパッド１３０に、又は、第２タッチパッド１３０から第１パッド
１２０に譲渡（提供）可能である。
【００２９】
　以下では、第２タッチパッド１３０が制御権限を持った状態で、第１タッチパッドが制
御権限の譲渡（提供）を要請する方法について、図２を参照して説明する。
【００３０】
　図２は、本発明の一実施形態に係る制御権限の提供方法を説明するためのフローチャー
トである。
【００３１】
　第１タッチパッド１２０がＴＶ１１０に対する制御権限を有するため、ＴＶ１１０に制
御権限を要請すると（Ｓ２１０）、ＴＶ１１０は受信された制御権限の要請に従って制御
権限の回収要請が受信されたことを公知する（Ｓ２２０）。制御権限の回収要請はブロー
ドキャスト方式で公知されてもよく、第１タッチパッド１２０と第２タッチパッド１３０
以外の他の制御デバイスにも公知されてもよい。
【００３２】
　第１タッチパッド１２０がＴＶ１１０に対する制御権限を持ってくる方法は２つがあり
得る。
【００３３】
　一番目は、Ｓ２２０ステップで制御権限の回収要請を公知された第２タッチパッド１３
０から回収を許容するというメッセージがＴＶ１１０に伝達された場合（Ｓ２４０）であ
る。これは、第２タッチパッド１３０の電源がオフされていない状態であるか、第２タッ
チパッド１３０が制御権限の回収要請に対して能動的に反応できる場合であると言える。
【００３４】
　二番目は、Ｓ２２０ステップで制御権限の回収要請を公知された第２タッチパッド１３
０から何の応答を受信しておらず、この状態で予め設定された時間が経過した場合（Ｓ２
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３０－Ｙ）である。これは、第２タッチパッド１３０の電源がオフされている状態である
か、第２タッチパッド１３０が制御権限の回収要請に対して能動的に反応できない場合で
あると言える。なお、これは第２タッチパッド１３０に独占的制御権限が設定されていな
い場合であると言える。ユーザによって意図的に設定された独占的制御権限を解除しなが
ら制御権限を回収することはできなくするためである。
【００３５】
　このように、第２タッチパッド１３０から回収許容メッセージを受信した場合（Ｓ２４
０）や、第２タッチパッド１３０から何の応答を受信していない状態で予め設定された時
間が経過した場合（Ｓ２３０－Ｙ）、ＴＶ１１０は第２タッチパッド１３０の制御権限を
剥奪し（Ｓ２５０）、制御権限が第１タッチパッド１２０にあることを登録する（Ｓ２６
０）。
【００３６】
　また、ＴＶ１１０は第１タッチパッド１２０から受信された制御権限要請を承認し（Ｓ
２７０）、制御権限の主体が変動されたことを知らせるメッセージをブロードキャストし
て第１タッチパッド１２０、第２タッチパッド１３０または別途の制御デバイスに公知さ
せる（Ｓ２８０）。
【００３７】
　その後、第１タッチパッド１２０から制御命令が入力されると（Ｓ２９０）、ＴＶ１１
０は第１タッチパッド１２０から入力された制御命令に従って動作する（Ｓ３００）。勿
論、ＴＶ１１０は、第２タッチパッド１３０から入力されるいずれの制御命令によっても
動作しなくなる。
【００３８】
　これにより、第１タッチパッド１２０は第２タッチパッド１３０が持つ制御権限をより
容易に回収することができるようになる。
【００３９】
　一方、以上では制御権限の要請に従って制御権限が回収される場合について説明したが
、制御権限が回収されない場合も想定できることは勿論のことである。以下では、図３を
参照して制御権限が回収されない場合について説明する。
【００４０】
　図３は、制御権限が提供されない場合におけるプロセスを説明するためのフローチャー
トである。
【００４１】
　第１タッチパッド１２０がＴＶ１１０に対する制御権限を有するために、ＴＶ１１０に
制御権限を要請すると（Ｓ３１０）、ＴＶ１１０は受信された制御権限の要請に従って制
御権限の回収要請が受信されたことを公知する（Ｓ３２０）。制御権限の回収要請はブロ
ードキャスト方式で公知されてもよく、第１タッチパッド１２０と第２タッチパッド１３
０以外の他の制御デバイスにも公知されてもよい。
【００４２】
　制御権限に対する回収要請を公知された第２タッチパッド１３０は、受信された回収要
請の公知を通じて、第１タッチパッド１２０が回収を要請した制御権限が自分にあること
を認識するようになる。
【００４３】
　第２タッチパッド１３０が第１タッチパッド１２０に制御権限を提供せずに継続して利
用しようとする場合、第２タッチパッド１３０はＴＶ１１０に回収不許メッセージを伝送
し（Ｓ３３０）、ＴＶ１１０は回収不許メッセージに基づいて制御権限の要請を不承認す
るメッセージを第１タッチパッド１２０に伝達する（Ｓ３４０）。
【００４４】
　また、ＴＶ１１０は制御権限が変動されなかったことを公知する（Ｓ３５０）。制御権
限の未変動に関する事項はブロードキャスト方式で公知されてもよく、第１タッチパッド
１２０と第２タッチパッド１３０以外の他の制御デバイスにも公知されてもよい。
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【００４５】
　その後、第２タッチパッド１３０から制御命令が入力されると（Ｓ３６０）、ＴＶ１１
０は第２タッチパッド１２０から入力された制御命令に従って動作する（Ｓ３７０）。勿
論、ＴＶ１１０は、第１タッチパッド１２０から入力されるいずれの制御命令によっても
動作しなくなる。
【００４６】
　図４は、第１タッチパッド１２０が制御権限を要請するための方法を説明するために提
供されるフローチャートである。
【００４７】
　まず、第１タッチパッド１２０が被制御デバイスの制御のための用途として使用される
場合、第１タッチパッド１２０の画面には制御可能な被制御デバイスのリストが表示され
る（Ｓ４１０）。
【００４８】
　その後、ユーザにより画面に表示された被制御デバイスのリストのうち特定の被制御デ
バイスが選択されると（Ｓ４２０－Ｙ）、第１タッチパッド１２０は選択された被制御デ
バイスに対する制御権限の要請をＴＶ１１０に伝達する。
【００４９】
　このような方式によって、より容易に制御権限を回収することができるようになる。
【００５０】
　一方、以上では、ＴＶ１１０と第１タッチパッド１２０及び第２タッチパッド１３０と
の間の直接的な有線通信を介して制御権限を回収するものと想定したが、これは説明の便
宜のための例示に過ぎない。
【００５１】
　従って、図５に示すように、ハブ５１０を介して第１タッチパッド１２０がＴＶ１１０
に制御権限を要請し、ハブ５１０を介してＴＶ１１０が第２タッチパッド１３０の制御権
限を回収する場合にも、本発明の技術的な思想をそのまま適用することができる。また、
図６に示すように、ＴＶ１１０、第１タッチパッド１２０及び第２タッチパッド１３０が
無線で相互接続され、ハブの役割をするＡＰ６１０を介して制御権限の要請及び回収をす
ることができることも勿論である。その他、一部分は有線で接続され、残りの部分は無線
で接続される場合も想定できることは勿論である。
【００５２】
　図７は、本発明の一実施形態に係るＴＶ１１０の構成を示す図である。図７においては
、本発明の説明に必要な構成のみを概略的に示した。
【００５３】
　図７に示すように、ＴＶ１１０は、放送受信部７１０、放送処理部７２０、放送出力部
７３０、送受信部７４０、制御部７５０及び保存部７７０を備える。
【００５４】
　放送受信部７１０は、空中またはケーブルを通じて無線または有線で受信される放送の
うち一つを選局して復調する。
【００５５】
　放送処理部７２０は、放送受信部７１０から出力される放送信号に対する信号処理を行
う。具体的に、放送処理部７２０は、放送受信部７１０から出力される放送信号をオーデ
ィオ信号及びビデオ信号に分離し、放送信号で分離されたオーディオ信号をデコーディン
グし、デコーディングされたオーディオ信号をＴＶ１１０に設けられたスピーカを通じて
出力可能なフォーマットのオーディオ信号に変換する。また、放送処理部７２０は、放送
信号で分離されたビデオ信号をデコーディングし、デコーディングされたビデオ信号をＴ
Ｖ１１０に設けられたディスプレイを通じて出力可能なフォーマットのビデオ信号に変換
する。
【００５６】
　放送出力部７３０は、放送処理部７２０から出力されるビデオ信号とオーディオ信号に
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対応するビデオとオーディオを出力してユーザに提供する。
【００５７】
　送受信部７４０は、第１タッチパネル１３０及び第２タッチパネル１４０のような制御
デバイスから制御命令を受信し、制御デバイスと通信して制御権限の要請及び回収に関連
するメッセージ又は情報を送受信する。
【００５８】
　保存部７６０は、放送受信部７１０で受信された放送プログラムに対する情報、制御デ
バイスによる制御のための情報及びＴＶ１１０の全般を動作させるためのプログラムを保
存する。特に、保存部７６０は、現在、制御権限がどのデバイスにあるかに対する情報を
保存し、後で制御権限が変動されるときにこの情報を利用するようになる。このような保
存部７６０は、ハードディスク、非揮発性メモリなどで実現されてもよい。
【００５９】
　制御部７５０は、送受信部７４０から伝達された制御命令に従ってＴＶ１１０の動作を
制御し、送受信部７４０に受信された制御権限の要請命令に従って他のデバイスの制御権
限が回収されるようにする全般的な動作を制御する。
【００６０】
　一方、図８は、第１タッチパッド１２０に対する構成を示すブロック図である。図８に
おいては、本発明の説明に必要な構成のみを概略的に示した。第１タッチパッド１２０は
、映像処理部８１０、送受信部８２０、制御部８３０、タッチスクリーン８４０及び保存
部８５０から構成される。
【００６１】
　映像処理部８１０は、後述するタッチスクリーン８４０の画面に、第１タッチパッド１
２０で制御可能な被制御デバイスに対する情報がＧＵＩで表示されるようにする。
【００６２】
　送受信部８２０は、ＴＶ１１０のような被制御デバイスと通信し、制御権限の要請及び
回収に関連したメッセージ又は情報を送受信し、制御権限が回収されると、ユーザの操作
に従って被制御デバイスに制御命令を伝送する。
【００６３】
　タッチスクリーン８４０は、第１タッチパッド１２０で制御可能な被制御デバイスに対
する情報を画面に表示し、表示された情報をタッチする操作などを介して入力されるユー
ザ命令を制御部８３０に伝達する。
【００６４】
　保存部８５０は、被制御デバイスの制御のための情報及び第１タッチパッド１２０の全
般を動作させるためのプログラムを保存する。このような保存部８５０は、ハードディス
ク、非揮発性メモリなどで実現することができる。
【００６５】
　制御部８３０は、タッチスクリーン８４０から伝達されたユーザ操作に従って、第１タ
ッチパッド１２０の全般的な動作を制御する。
【００６６】
　以上では、制御デバイスの例として、第１タッチパッド１２０と第２タッチパッド１３
０を例にとって説明したが、被制御デバイスを制御するための制御デバイスは、第１タッ
チパッド１２０と第２タッチパッド１３０以外の他のデバイスに代替されても構わない。
すなわち、制御デバイスは、必ずしもタッチ方式で動作する必要はなく、２つの制御デバ
イスが必ずしも同種製品で構成される必要はない。一例として、一つの制御デバイスはモ
バイルフォーンに代替され、もう一つの制御デバイスはＴＶ１１０とセットを構成するリ
モコンに代替されても本発明をそのまま適用することができる。
【００６７】
　なお、以上では、被制御デバイスの例として、ＴＶ１１０、ＳＴＢ１４０、ＰＣ１５０
を例にとって説明したが、本発明はその以外の他の被制御デバイスに代替されても構わな
いのは勿論のことである。
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　そして、以上では、制御権限の回収要請の公知がブロードキャストされ、制御権限の変
動の公知がブロードキャストされるものと想定したが、制御権限の回収要請は第２タッチ
パッド１３０にのみ伝達され、制御権限の変動の公知は第１タッチパッド１２０にのみ伝
達されるように実現することも可能である。
【００６９】
　また、以上では、第１タッチパッド１２０がＴＶ１１０に制御権限を要請し、ＴＶ１１
０が第２タッチパッド１３０から制御権限を回収するものと想定したが、第１タッチパッ
ド１２０が第２タッチパッド１３０に直接制御権限を要請し、第２タッチパッド１３０か
ら制御権限を直接回収する場合にも本発明の技術的な思想を適用することができる。
【００７０】
　特に、第１タッチパッド１２０が第２タッチパッド１３０に直接制御権限を要請する場
合は、第１タッチパッド１２０が、現在、制御権限があるデバイスを知っている場合であ
ると言える。勿論、この場合、誰に制御権限があるか、すなわち、制御権限が提供された
状態に関する情報はＴＶ１１０に保存されるようにできることは勿論のことである。
【００７１】
　これにより、他のデバイスに提供された制御権限をより容易に回収することができるよ
うになる。
【００７２】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００７３】
１１０　ＴＶ
１２０　第１タッチパッド
１３０　第２タッチパッド
７１０　放送受信部
７２０　放送処理部
７３０　放送出力部
７４０　送受信部
７５０　制御部
７６０　保存部
８１０　映像処理部
８２０　送受信部
８３０　制御部
８４０　タッチスクリーン
８５０　保存部
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